
 

新型コロナを乗り越える新スローガン・ロゴマークの制作について 

 

令和２年７月３日 

富 山 県 広 報 課 

１ 目的 

 県では、これまで、新型コロナ問題を県民一丸となって乗り越えるため、『富山県民ここ

ろをひとつに。』をスローガンに、感染拡大防止をはじめとした様々な取組みを進めてまい

りました。 

先般、緊急事態宣言が解除され、全国的に各種の制約が緩和されつつある中、県では、

今後、感染拡大防止と社会経済活動の両立を図り、県民一丸となって新たな日常を創って

いくステージにおける取組みのシンボルとして、新たなスローガンとロゴマークを制作し

ました。 

 

２ 新スローガン・ロゴマーク 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、県の各種新型コロナウイルス感染症対策のシンボルとして、事業・イベントにお

いて、積極的に活用し、気運醸成に努めます。 

また、県民の皆さまや企業・団体においても、趣旨をご理解のうえ、新型コロナウイル

ス感染症対策に資する各種取組みの展開にあたり、広くご活用いただければと考えており

ます。（本スローガンの趣旨に賛同し、ロゴマーク等の使用を希望される場合は県広報課HP

お問合せフォームまたは広報課代表メールアドレス（akoho@pref.toyama.lg.jp）へご連絡

ください。）  

 

 ＜活用イメージ＞ 

① 名刺             ②ポスター・チラシ          ③ノベルティ 

 

 

 

 

 

「新型コロナによる社会変化を、乗り越えて

糧にすべき『チャンス』と捉え、県民一丸と

なって、新しい富山県を創っていこう」とい

うメッセージを込めています。 

 

㈱○○ 課長 

富山 太郎 



 

首都圏等に向けた本県のイメージアップ動画の放映について 

 

令和２年７月３日 

富 山 県 広 報 課 

１ 目的 

  アフターコロナを見据え、首都圏等の方々に癒しを提供し、本県のイメージアップを

図るため、首都圏等の鉄道の車内デジタルサイネージ等を活用し、都市部と地方との共

生を基調としたメッセージを載せた本県の雄大な自然風景等の映像を放映するもの 

 

２ 内容 

  放映時期 令和２年７月１３日（月）～７月２６日（日）（２週間） 

                                           

  放映箇所 

  ＜首都圏沿線＞ 

   山手線、中央線快速、京浜東北線・根岸線、京葉線、埼京線、横浜線、南武線、 

   常盤線各駅停車、中央総武線各駅停車 

   東横線、田園都市線、大井町線、目黒線 

   

＜首都圏駅構内＞ 

首都圏ＪＲ駅構内ＮｅｗＤａｙｓビジョン（首都圏 157 駅ネットワーク 352 画面） 

 

  ＜関西圏＞ 

   京都線、神戸線、琵琶湖線、宝塚線、東西線、学研都市線、大和路線、 

おおさか東線、大阪環状線、ゆめ咲線、湖西線、山陽線、福知山線、阪和線、 

関西空港線、北陸線、草津線、赤穂線、きのくに線 

 

   

※ＪＲ富山駅構内デジタルサイネージにおいても、7月 13 日（月）から 8月末まで放映 

※本日から県ＨＰ及びＳＮＳでも視聴可能   

 

 

  

「富山県の雄大な自然等の映像で癒されていただき、ともに頑張ってコロナに打ち克ち、
収束したら、ぜひ富山県にお越しいただきたい」 

右のＱＲコードからご覧いただけます。 
報道用素材として、ご自由にお使いください。 
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参考使用例





首都圏等で放映する

本県イメージアップ動画

について


















